
臨床腫瘍セミナー臨床腫瘍セミナー  
福島県立医科大学附属病院 平成２４年度 第１２回 

◆がん治療に携わる医師及びコメディカルを対象に公開セミナーとして開催されます。  

◆本セミナーは「東北がんプロフェッショナル養成推進プラン」事業の一環となっております。 

◆本学大学院生は、大学院授業要項で規定する共通必修科目（規定の８）に該当します。 

〈問い合わせ先〉〈問い合わせ先〉  福島県立医科大学附属病院福島県立医科大学附属病院  臨床腫瘍センター臨床腫瘍センター      

がんプロフェッショナル養成支援室がんプロフェッショナル養成支援室  

  TELTEL：：024024－－547547--18061806（内（内51125112））    mailmail：：yamadaayamadaa＠＠fmu.ac.jpfmu.ac.jp  

  【講師紹介】 

1987 福島医大卒、第二外科入局 

1993 乳腺グループ 

2003 仙台医療センター赴任 

＜専門・研究分野＞ 

細胞診、センチネルリンパ節生

検、乳房超音波 

 【講演内容】 

乳癌患者の年齢は40-50代が多く、化療による脱毛は仕事や日常生活を送る上で非常に重要な問題

である。近年、化療における吐気や嘔吐の対策が進歩し、多くの患者が日常生活を送りながら外来

化療を受けるようになった。このような変化により、脱毛対策の重要性は相対的に増加していると

思われる。しかし,本邦においては脱毛患者に対する美容的なサポートに関してはほとんど行われ

ていないのが現状である。仙台医療センターでは、専門知識を持つ美容師やエステティシャンを含

めた脱毛対策チームを立ち上げ、2005年から毎月「おしゃれ講習会」を開催している。さらに、

2011年から聖路加病院、順天堂大学病院などと「化療に伴う脱毛対策WG」を立ち上げ、この問題に

対する取り組みを開始したので、その経過についてもお話しする予定である。 

独立行政法人国立病院機構 

仙台医療センター乳腺外科医長  

〈次回開催のお知らせ〉次回開催のお知らせ〉次回開催のお知らせ〉   

平成２５年４月１６日（火）１８時～１９時平成２５年４月１６日（火）１８時～１９時平成２５年４月１６日（火）１８時～１９時         

『『『がん治療と安全管理について 』』』 

「乳癌化療における脱毛対策チーム 

 －美容的なQOLの維持を目指して」 

平成２５年３月１９日（火） 

１８時～１９時 

北海道大学病院医療安全管理部 副部長  

専任リスクマネージャー 南須原 康行先生 

福島県立医科大学 11号館（臨床講義棟）第二臨床講義室 

渡邉 隆紀 先生 


